
取付方法

注意

警告

取付けの前に

警　　　告

禁止

必ず実行

注　　　意

禁止

必ず実行

施工例

必ず実行

497-056 + 493-174 + 702-000

497-055 + 493-174 + 716-824

1. カウンターを取付けます。

2. 別売のパーツを取付けます。

無断転載・複写を禁ず

M-G9932A
〒550-0012　大阪市西区立売堀１－４－４　　    　　（０６）６５３８‐１１２４本社

●水と住まいの接点

1218**

取付後の確認

シール材

●浴室など高温多湿の場所や、水に浸る可能性のある床面には設置しないでください。木部の
劣化の恐れがあります。

●ストーブやヒーターなど熱を発生するものの近くに設置しないでください。変色や変形、火災を
起こす恐れがあります。

●修理技術者以外の人は絶対に修理・改造を行わないでください。ケガや故障、漏水の恐れが
あります。

安全上のご注意
施工前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、
正しく使用してください。

ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害・物損）に結び付く可能性が
あります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または、物的損害のみが発生
する危険な状態が生じることが想定されます。

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡、または重傷を負う危険な状態が生じる
ことが想定されます。

必ず実行していただく「強制」を 
表します。

してはいけない「禁止」を表し
ます。

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

施工前に必ずお読みください。

このたびは、手洗カウンターをお求めいただきまして、まことにありがとうござい
ました。

お読みになったあとは､いつでも見られる所に必ず保管してください。

施工説明書

手洗カウンター

●機器の設置は専門業者が行ってください。給排水工事は関連する法規・規定に従って有資格者
が行ってください。漏水の恐れがあります。

●取付位置には壁裏の補強を行ってください。取付けが不安定になり、取付物の落下・転倒に
よりケガや死亡の恐れがあります。

●屋外及び傾斜のあるような壁面、振動の激しい場所には取付けないでください。取付けが不安定
になり、取付物の落下・転倒によりケガや死亡の恐れがあります。

●取付面がタイル・コンクリートの場合は、別途カールPCプラグを用意してください。取付けが不
安定になり、取付物の落下・転倒によりケガや死亡の恐れがあります。

●製品に強い力や衝撃を与えないでください。故障や漏水の原因になります。

●直射日光が当たる場合は必ずカーテンなどでさえぎってください。またスポット照明や殺菌灯を
直接当てないでください。変色や変形の原因になります。

●不陸が5mm／2mを超える場所には施工しないでください。不陸があるまま施工すると、本品が
ゆがむ恐れがあります。

●金属たわしやクレンザー・磨き粉など粒子の粗い洗剤、酸性・アルカリ性および塩素系の洗剤
類、ベンジン、シンナー、ラッカー、アルコール等の溶剤や油類を使用しないでください。変色や
変形の恐れがあります。

●本品は角型手洗器【493-174】専用カウンターです。他の商品を取付けて使用しないでください。

●工事完了後に手洗器・カウンターなどの固定にガタつきがないか確認してください。使用中に
落下してケガをする恐れがあります。

●本品と組合わせて使用する水栓金具は、必ず止水栓（流量調整のできる器具)を取付けた配管
に設置してください。

●施工完了後、お客様が使用されるまでの間、製品の表面にキズや汚れがつかないよう、梱包の
エアーマットなどを使用し保護してください。

(単位mm)

(単位mm)

●建築工事（別途工事）にて、手洗カウンターを固定するネジ位置に補強桟（幅90ミリ×厚さ30ミリ）をあらかじめ
入れておいてください。

●タイル・コンクリート壁の場合は別途カールPCプラグを用意してください。

ALC壁には取付けないでください。
取付強度が保てず、落下する恐れがあります。

① 施工例 を参考に、ブラケットを取付ける
位置を確認します。

＊壁の構造に応じた施工をしてください。
②ブラケットに付属の皿タッピンビス4×30

でブラケットを壁に取付けます。

③カウンターをブラケットにのせて、位置
調整および水平器でレベル出しをします。

＊水平器のレベルが出ていない場合は、
ブラケットを一度外し、位置合わせをして
から再度確認してください。

④調整後、ブラケットに付属の皿タッピン
ビス4×15でブラケットをカウンターに固定
します。

⑤カウンターと壁とのすきま（境界）にシリ
コーンコーキングなどのシール材を充
てんし、きれいに仕上げます。

弊社ブラケット250-007-D（別売）を用いて施工する場合の手順を以下に記載しております。キャビネットを
用いる場合はキャビネットの施工指示にしたがって施工してください。

＊弊社ブラケット250-007-D（別売）を用いて施工した場合の施工例です。下図を参考に現場に合わせて調整して
ください。

皿タッピンビス
4×30 ブラケット

カウンター上面

皿タッピンビス
4×15

水平器

各部材の取付ネジが十分に締まっていることを確認してください。ゆるみがある場合は十分に締付けなおして
ください。
また、各部材のガタツキや壁とのすきまがないか確認をしてください。ガタツキやすきまがある場合は必ずネジ
取付位置を変えて取付けなおしてください。

手洗器・水栓（別売）を手洗カウンターに取付けます。
止水栓（別売）を水栓に接続します。
排水金具（別売）の排水トラップを接続します。
＊取付けの詳細については、各器具の説明書を確認のうえ正しく施工してください。
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